
地域については，西欧はもとより，南米，北米，アラブ文化圏，アジア等，
世界中の 70もの地域の記述が見られる．
ただ本書にも「世界の身ぶり辞典」として未熟な点もある．それは充実
しているヨーロッパ地域に比べ，その他の地域の情報が極めて限られてい
ることである．アジア地域を見ると，インドネシア，マレーシア，ラオス，
タイなど 10か国ほどの身ぶりを扱ってはいるものの，その数も記述内容
も充分とはいえない．日本の身ぶりも 10以上扱っているが，「日本人の身
ぶりの辞書」に関するプロジェクトを長年手がけている訳者にとっては，
首を傾げる記述もある．しかし，このことを以て本書の価値が減じるもの
では決してない．モリスの言葉を冒頭に引用したように，「身ぶり辞書の
試み」はまだ始まったばかりである．充分な調査なしに簡易な写真やイラ
ストに数行の説明をつけただけの出版物もある中で，長年にわたるモリス
の人間観察と「ジェスチャー地図」のプロジェクトをベースとした本書の
記述は群を抜いている．アジア地域の記述を充実させるのは，アジアの研
究者の仕事といえよう．「世界の身ぶり辞典」として，一つの価値ある雛
形を提示してくれた本書を基に，さらに世界の各地域での研究成果が積み
重ねられることを期待する．
読者の方々には，引く辞書というよりは読む辞書として楽しんでいただ
ければと考える．膨大な資料をコンパクトな辞書形式にまとめてあるため，
説明がもっと欲しいと感じる箇所もあるが，一部については，邦訳もある
上述のManwatchingとGesturesの記述を合わせて参考にしていただきたい．
内容が世界の文化圏を扱っていることから，三省堂編集部を通して各言語
の専門家に一部助言をいただけたこと，また欧米のジェスチャーについて
は，私の長年の友人であるケイトに解説をしてもらえたことが大きな助け
となった．博識なモリスの記述に対して訳者の至らない部分も多々あるが，
読者の方々からいろいろご教示いただければ有り難い．原著は，4年前の
夏に，ニュージャージー州サミットの小さな本屋で見つけたものである．
その訳出を勧めてくださり，丁寧に原稿を読んでくださった編集部の柳百
合さんに，最後に心からお礼を申し上げたい．

1999 年 6 月 20 日
東山　安子
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は じ め に
　
人類が後足で立ち，前足を鋭敏な手へと変化させてから，人間の身ぶり
手ぶりは広範囲に発達してきた．歩くために使われていた以前の前足は，
新たにコミュニケーションを担う繊細な器官となった．動物の中では最も
表情豊かな「顔」をもつことに助けられ，「手」は身体を使った複雑な合
図のレパートリーを数多く発達させてきた．BODYTALK（身ぶりが語る）と
題した本書が説明しようとしているものは，まさにこの言葉ならざる言葉
である．
世界中を歩いていると，なじみ深いジェスチャーが消えて，その代わり
に奇妙なジェスチャーが現われ，その意味が分からないことがある．経験
豊かな旅行者でさえ誤解を生じやすい．ある地域では礼儀正しいジェス
チャーが他の地域では猥褻な意味をもち，ここでは友好的なジェスチャー
があそこでは敵意を示すものになる．「ジェスチャー・ガイド」の必要性
が生じるゆえんである．
面白いことに，地域による多様性が見られず，一見普遍性があるように
思われるジェスチャーもある．地球の裏側へ旅行しても，似たような身ぶ
りを見かけてほっとする．笑顔は世界中どこでも笑顔である．しかめっ面
はしかめっ面，凝視は凝視，こぶしを振り上げればその人の気持ちは疑い
なく伝わる．このように，ボディー・ランゲージの中には基本的と考えら
れる要素もあるが，グローバルな合図であっても，あらゆるジェスチャー
は研究する価値がある．人はみな笑うが，ある地域では「大声で笑うこと」
は不作法とされており，地域によって表現のしかたや強さが異なる場合が
あるからである．最も基本的なものでも，地域ごとのルールを理解するこ
とが大切なのである．
「ジェスチャー・ガイド」を編集する際の問題の一つは，どれを除外する
かである．多くのよく知られているジェスチャーを入れることは無意味なよ
うに思われるが，一般的なジェスチャーであっても珍しい例は含めた．たと
えば，「手をつなぐ」や「額にキスする」については，親子間の通常のやり
方は省いたが，誤解されやすい使い方は挙げてある．また，特別な訓練を必
要とする，正式な手話に関するジェスチャーも省いた．本書に説明してある
ジェスチャーは，その意味でみなインフォーマルなものであり，普通の人々
が日常生活を送る際に，意識的にも無意識的にも使うものである．

1994年，オックスフォードにて　デズモンド・モリス



訳 者 ま え が き

デズモンド・モリスが，「ジェスチャーの百科事典をつくる」という目
標について述べたのは 1979年であった．「この仕事を進めるには特別の研
究所を設立する必要があるが，まだそんなものはどこにも存在しない．言
語学者は権威ある辞典をもっているが，ジェスチャーの研究者は研究のた
めのリファレンスさえ与えられていないのだ」（Morris et al.，Gestures，
1979）．そして 1994年に自ら一つの答えとして提示したのが，本書の原著，
BODYTALK── A World Guide to Gesturesである．これは，世界各地の身ぶ
りを身体部位別に 650項目以上も取り上げ，それらの意味，イラストを付
した動作の説明，動物行動学からの進化論的知見や歴史的起源などの説明，
そして観察された世界の 70もの地域をまとめた画期的な「世界の身ぶり
辞典」である．
デズモンド・モリスは日本でもおなじみの著名な動物行動学者である．
オックスフォード大学から博士号を取得し，1956年にはロンドン動物園の
テレビ・映画部門長に就任．とくに“Zoo Time”シリーズで一般に知られ
るようになった．1967年刊行の The Naked Ape は動物観察の手法を人間観
察に応用し，人間を体毛のないサルとして分析したもので，ベストセラー
として世界中に多くの読者をもつようになる．1973年から 1981年までオッ
クスフォード大学特別研究員として「ジェスチャー地図研究班」などを率
い，1977年にはバードウォッチングをもじった Manwatchingを，1979年
には Gesturesを出版した．本書には著者の長年の観察や調査が盛り込まれ
ているが，とくに人間の身体言語を研究してまとめた二冊の著書，
Manwatchingと Gesturesが基になっていると考えられる．
本書に出てくる次の用語は，Manwatchingの中で示されている身ぶりの
分類方法である．

名残りジェスチャー：発生した時の状況が既に消失したのに生き残って
いるジェスチャー．できてから現代まで生き続け
ている歴史的名残りと，幼児期の身ぶりが大人に
なっても残っている私的名残りがある．

模倣ジェスチャー：人や物や動作をできるだけ正確にまねるジェス
チャー．

象徴ジェスチャー：物や運動とは直接対応しない，抽象的な特性を示す
ジェスチャー．

ii iii

混成ジェスチャー：二つの信号が合わさったジェスチャー．

モリスはこの他にも，偶発ジェスチャー，表出ジェスチャー，形式ジェ
スチャー，専門ジェスチャー，コードジェスチャー，多義ジェスチャー等
のさまざまなジェスチャーのパターンを示しており，本書と重なる例も
多々見られる．

Manwatchingが人間観察を基に書かれた書であるのに対し，Gestures は，
ジェスチャーに関する大規模なフィールド・ワークの結果をまとめた書で
ある．ヨーロッパにおけるジェスチャー地図をつくるという目的を掲げた
この調査は，1975年から 3年間にわたってヨーロッパの 15の言語に及ぶ
25か国の 40地点で行なわれた．29名の調査者と通訳者が，1200名のイン
フォーマントに対し，各々 40分もの詳細なインタビューを実施するとい
う，大がかりなプロジェクトであった．Ｖサイン，親指立て，指十字など，
調査対象とされた 20のジェスチャーの調査結果は，本書の中の関連項目
の記述のベースになっている．また，このプロジェクトは動物行動学に加
え，言語学，歴史学，社会心理学等の分野の研究者との学際的な共同研究
であることも大きな特徴で，その成果も本書の随所に見られる興味深い進
化論的説明や歴史的起源の説明に生かされている．ジェスチャー地図に取
り組んだことで，それぞれの身ぶりの分布が国境とは異なること，山脈が
あるなどの地理的要因や過去の植民地支配の影響などが身ぶりの伝播に大
きく関わってきたことなどが明らかになった．この結果を受けて，本書の
地域についての記述も，国単位で説明されているところもあるが，極めて
限定された島や地方や部族などを挙げてあるものもある．「ジェスチャー
境界線（gesture barrier）」や「ジェスチャーの通路（gestural corridor）」につ
いても一部触れられており，興味深い．
身ぶり辞典としての特徴をまとめておこう．1）動作の項目数が 650以上
と今までに類を見ない，2）身体部位別に配列され，大きな分類項目だけで
も 80以上を数える，3）イラストが付され，動作の描写も詳しい．手を例
にとれば，片手か両手か，手の向きや位置，動き方やそのスピード，音を
伴うかどうかなどが詳細に述べられている，4）意味の記述も詳細で，同じ
身ぶり，あるいは大変似ている身ぶりで意味が異なるものは，（1）（2）のよ
うに項目を分けて説明されている．5項目から 7項目と細かく分類されて
いるものも少なくない，5）背景には，進化論的な説明や歴史的起源の説明
に加え，使われる状況がフォーマルかインフォーマルか，真剣に使われる
のか冗談で用いられるのか，旅行者が訪れて誤解を生じやすい事例の説明，
そして決まり文句の紹介など，非常に充実していて読みごたえがある，6）
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■本書の使い方

使いやすいように，ジェスチャーは身体部位別に分類して提示した．た
とえば，指で鼻を叩く動作は「Nose Tap（鼻叩き）」と名称をつけ Nの項に，
指を交差させて上に上げるジェスチャーは「Fingers Cross（指十字）」とし
て Fの項に挙げた．はっきりさせるために，よく知られている「Wink（ウィ
ンク）」もその身体部位で分類し，Eye WinkとしてEの項に挙げた．したがっ
て，ジェスチャーを探すには，関わりのある身体部位をアルファベット順
に見ていけばよいのである．
それぞれのジェスチャーにはイラストを添え，次の四つの見出しをつけ
た．

基本的なメッセージを挙げた．
イラストを補足するために，動きを描写した．
起源，使われる状況，歴史など，そのジェスチャーに関して
分かっている知見をまとめた．
そのジェスチャーがどこで観察されたかを記述した．分布状
況について詳しく分かっているものもあるが，多くの場合に
は，ある特定の国で使われたという記録があるだけである．
たとえば，「オランダ」と書かれていても，その他の地域で
見られないというわけではない．将来的には，魅力ある人間
のジェスチャー言語についての知見がさらに深められ，これ
らの記録がより詳細なものになっていくことを期待したい．

■ジェンダーに関する注

本書のほとんどのイラストが男性であることから，これは不当な性差別
だと考える読者がおられるかもしれないが，そうではない．この本が性差
別主義なのではなく，ジェスチャー自体がそのような傾向をもっているの
である．つまり，どういうわけか，ジェスチャーで合図することは主に男
性の習慣なのである．国によってはあまりにも男性中心のジェスチャーば
かりで，我々の側の女性研究者は，地元の人がその話を始める前に，場を
はずすように言われたほどである．
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

66　CHEST BEAT　胸連打

　　　私は強い．
　　　自分の胸を，片手あるいは両手のこぶしで数回
叩く．
　　　女性の胸ではやりにくいので，男性が自分の男
らしさを強調する方法として好んで用いる．
　　　広範囲に普及．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

67　CHEST CROSS　胸十字

　　　私は誓う．
　　　両手を交差させ，胸の上に平らに置く．
　　　両手を重ねて神聖な十字のサインを作る．
誓いを述べるとき，祈るとき，死体が正式に横
たえられるときに度々見られる．
　　　イタリアでよく見られる．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

68　CHEST HOLD　胸押さえ

　　　私のこと？
　　　片手の手のひらを胸に置く．
　　　何か非難されて，「誰のこと，私のこと？」と
答えるような場合によく使われる．その際，片手
か両手をしばらくの間自分の胸に当てる．西欧社会では，その人の自我
は胸部に存在すると考えられ，胸は「自分自身」を示すものとしてしば
しば使われた．この連想の由来は，魂が息の中に具現すると信じられて
いた時代に遡る．肺は胸部にあるので，これが魂の中心に違いないと考
えられたのであろう．
　　　広範囲に普及．とくに西欧社会．
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

69　CHEST POINT　胸指し

　　　私のこと？
　　　人さし指で胸を指す．
　　　前項と同様に，胸部は自我の在る所として使わ
れるが，メッセージは多少異なる．前項のジェス
チャーには，通常「それは私ではない」といった否定の要素が含まれて
いるが，このジェスチャーの場合は，「あなたが言っているのは私のこ
と？」といった，より単純な問いかけとなる．また，会話中に自分のこ
とに言及するときにも使われる．
　　　広範囲に普及．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

70　CHEST PRESS　胸押し

　　　彼は欲張りだ．
　　　片手か両手の握りしめたこぶしを胸部に押
しつける．
　　　何もかも自分の懐に抱え込んでいる人とい
う意味合いをもつ．
　　　イタリアと南アメリカ．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

71　CHEST STROKE　胸撫で

　　　彼は欲張りだ．
　　　人さし指と中指をそろえ，他の指は握って，胸
部を上下に撫でる．
　　　胸に触れることは「私」を表わす一般的方法
なので，このジェスチャーは自分のことしか考えないような人のことを
指す．
　　　イタリア．
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親が与える罰の形として多くの文化で見られる．
　　　サウジアラビア．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

112　EAR CUP　耳カップ

　　　もっと大きい声で！
　　　片手を耳の後ろに当てる．
　　　人為的に耳翼のアンテナを拡大させて，聞
き手が相手の言葉を聞こうとするときに使う．相手の話し声が小さいこ
とを示すジェスチャーとしても使われるが，そのときの手は，ほんの少
しの間だけ耳にあてがわれる．
　　　世界各地．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

113　EAR FLICK（1）　耳はじき（1）

　　　彼は嫌いだ．
　　　人と話しているときに，耳をはじく．
　　　「あの人は不愉快なので，誰か彼を罰する
べきだ」という意味．親が子供の耳をつかんで
罰する一般的なやり方に関連している．
　　　ロシア．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

114　EAR FLICK（2）　耳はじき（2）

　　　彼は柔弱だ．
　　　耳を後ろから数回はじく．
　　　これは男性から男性への侮辱として使われ，「君
は柔弱だからイヤリングでもすれば」というメッ
セージを伝える．耳をはじくときの人さし指の動きは，女性がイヤリン
グへ注意を引こうとする動作のまねである．「耳引っ張り」（⇨ 128）は
同様のメッセージを伝える．
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　　　イタリア．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────

115　EAR FLIP　耳飛ばし

　　　文句を言うな．
　　　人さし指を耳の後ろに掛けるようにし，次に前方
へはじく．
　　　異議を唱えることをやめないなら，耳をつかんで引っ張るという脅
しである．
　　　サウジアラビア．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

116　EAR GRASP　耳つかみ

　　　警告．
　　　耳を人さし指と親指で強くつまむ．
　　　罰として子供の耳を引っ張る動作のまね．大
人が自分の耳をつまんで，「お行儀よくしないなら
こうする」と脅かす．
　　　ギリシャやトルコでよく見られるが，他でも知られていないわけで
はない．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

117　EAR HOLD（1）　耳つまみ（1）

　　　不信．
　　　耳を人さし指と親指でつまむ．
　　　「私は自分の耳を信じない」というのが，
もともとの意味である．
　　　北ヨーロッパの一部．とくにスコットランド．
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

269　FOREFINGERS HOOK（1）　指掛け（1）

　　　敵．
　　　両手の人さし指を引っ掛け合う．
　　　「指掛け（2）」（⇨ 270）と混同さ
れやすい．この場合は，「指外し」
（⇨ 280）と同様に，引き裂く前の準備として指を掛け合う．次に起こる
悪い兆候を示していることから「敵」を意味するのだが，友情で指を組
み合わせる形に似ているので，誤解されやすい．
　　　モロッコ．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

270　FOREFINGERS HOOK（2）　指掛け（2）

　　　友達．
　　　二人の子供が人さし指を合わせ，
しばらくの間お互いの指先を引っ掛
け合う．
　　　友情の宣言として行なわれる
ちょっとした儀式．変形として，小
指で行なうこともある．前項のジェスチャーとは混同しないように．
　　　広範囲に普及．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

271　FOREFINGERS LINK　指つなぎ

　　　結婚．
　　　両手の人さし指をつなぎ，一方で他方を後
方に引っ張る．
　　　「指掛け（2）」（⇨ 270）の変形版．ここで
は二人ではなく一人で行なう．二本の指をしっ
かりつないで，結婚した男女の強い絆を象徴す
る．
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　　　南アメリカ．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

272　FOREFINGERS RUB（1）　指さすり（1）

　　　友情．
　　　両手の人さし指を伸ばして，一緒にこすり
合わせる．
　　　人さし指はしばしば「自分」を指し示すも
のとして使われ，二本の人さし指を並べると友
情を表わす．二本の人さし指を二人の友人が一
本ずつ出して並べる場合と，この場合のように
一人が二本出す場合とがある．「指付け（2）」（⇨ 268）の変形版であり，
多少友愛を込めたこすり方が加わる．
　　　中東．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

273　FOREFINGERS RUB（2）　指さすり（2）

　　　恥を知れ！
　　　片手の人さし指で，もう一方の人さし指を
上下にさする．
　　　二本の指をこすり合わせることは，摩擦を
象徴する．
　　　北アメリカ．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

274　FOREFINGERS SCRAPE（1）　指こすり（1）

　　　侮辱．
　　　片方の人さし指でくり返し他方をこす
る．
　　　前項と若干異なるのは，指にそって上
下にこするのでなく，鋸を引くように動か
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るときだけ使われる．宗教的な慣習は例外で，忠実な僕
しもべ

からの正式な尊
敬のサインとして，信者が司教や大司教の手袋の上に輝く指輪に口づけ
ることはある．
　　　西欧社会で一般的だが，とくにラテン系の国々で見られる．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

329　HAND LOZENGE　片手菱
ひし

形
がた

　　　膣．
　　　片手の人さし指と親指を合わせ，菱形のすきまをつくる．
　　　女性器の形をまねようとしたもので，敵意ある性的侮辱か猥褻な性
的論評として使われる．
　　　レバノン，シリア．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────

330　HAND MEASURE　手測り

　　　子供は？
　　　片手を下げ，手のひらを床と平行にする．
　　　子供について聞くときに，手で子供の背の高さを
測る動作をまねる．
　　　広範囲に普及．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━──────────────────────

331　HAND PECK　手くちばし

　　　猥褻．
　　　親指と人さし指を合わせて，鳥のくちばし
を形づくる．他の指はぴったり合わせ，手首を使ってコツコツつつく動
きをする．
　　　鳥をまねたジェスチャーは，男性の同性愛者の身体の動きをパロ
ディー化して使われることが多い．
　　　サウジアラビア，レバノン，リビア．
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━─────────────────────────────────

332　HAND‘PROW’　手へさき

　　　謝罪．
　　　顔の前で平手を垂直にし，手の端を
前方に向ける．
　　　水を切り分けて進む船の船首のよう
に，手を動かす．遺憾ながら取らざるを
えない道筋を示して，他の人のスペース
にまさに侵入しようとしていることを詫
びる．人の前を横切ったり，二人の間を
通ったり，普通よりも接近したりと，相手に失礼なやり方で通らざるを
えないときに使われる．通常は，軽いお辞儀を伴う．
　　　日本．

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━───────────────────────

333　HAND PURSE（1）　手すぼめ（1）

　　　質問．
　　　指を丸めて束にし，手首を使って数回短く上
下させる．
　　　本質的には，明確な答えの要求である．几帳面な手の握り方は「正
確な情報を知りたい」ということを意味する．これに伴われる表現は，「何
を言いたいのだ？」を意味する Che vuoi? や Cosa vuoi? と，「あなたは
何をしているのか？」を意味する Cosa fai? である．また，「どうしたん
だい？」「何を言っているんだい？」「何だって？」の意味にもなる．冷
静で率直な問いかけとしても使われるが，一般的にはいらいらしたり
怒ったときの尋問のように，切迫感を示す激しい動作として使われる．
最も批判的な意味は，「愚か者が，一体何をしているのだ」とか，単に「愚
か者！」といったメッセージになる．
　　　イタリア．驚くほど国民的なジェスチャーで，イタリア中で一般的
に見られるが，その他の地域ではまったくといってよいほど見られない．
フランス，オーストリア，旧ユーゴの国境を越えると使われていない（た
だし，ニューヨークの在外イタリア人の間では見られる）．
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項 目 一 覧

●原著にはないが，本書では項目番号をつけ，［項目］［意味］［地域］
が見やすいように項目一覧としてまとめた．

●［項目］──身体部位につけられた言葉のラベルが英語と日本語とで
くい違うことは既に指摘されているが，650以上もの異なる項目名
のそれぞれに，適切でしかも異なる日本語名をつけることはかなり
困難を伴った．したがって，同じ部位に必ずしも同一の訳をあてた
わけではなく，読者が理解しやすいように意訳を試みた箇所もある．

●［意味］──やはり状況があった上での意味であるので，この項目一
覧だけで短絡的に理解することは避け，本文と併せて利用されたい．

●［地域］──紙幅の関係でアメリカ合衆国をアメリカ，ヨーロッパと
アメリカ大陸を欧米とするなど，簡略化して表示した．詳しくは本
文を参照されたい．

【ARM 腕】

　1	 ARM	FLEX　腕曲げ ▶私は強い［西欧］ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1

　2	 ARM	GRASP　腕つかみ ▶友好的な挨拶［西欧］
　3	 ARM	RAISE（1）　	腕上げ（1） ▶注意を引く［広範囲］
　4	 ARM	RAISE（2）　	腕上げ（2） ▶私は誓う［西欧］ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2

　5	 ARM	RAISE（3）　	腕上げ（3） ▶友好的な挨拶［広範囲］
　6	 ARM	RAISE（4）　	腕上げ（4） ▶やあ！万歳！［古代ローマ，西欧］
　7	 ARM	SHAKE　腕振り ▶誇張してるね［アラブ文化圏］ . . . . . . . . . . . . . . . . 3

【ARMPIT（S）脇の下】

　8	 ARMPIT	TICKLE　脇の下くすぐり ▶つまらない冗談［インドネシア］
　9	 ARMPITS	HOOK　脇の下掛け ▶自慢［欧米］

【ARMS 両腕】

　10	 ARMS	AKIMBO（1）　	両手腰当て（1） ▶近づかないで［世界各地］ . . . . . . . . 4

　11	 ARMS	AKIMBO（2）　	両手腰当て（2） ▶怒り［マレーシア，フィリピン］
　12	 ARMS	BEHIND　後ろ手 ▶くつろいでいる［広範囲］ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5

　13	 ARMS	FOLD　腕組み ▶防御［世界各地］
　14	 ARMS	RAISE（1）　	両腕上げ（1） ▶降参［広範囲］
　15	 ARMS	RAISE（2）　	両腕上げ（2） ▶祈り［広範囲］ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6

　16	 ARMS	RAISE（3）　	両腕上げ（3） ▶勝利［広範囲］
　17	 ARMS	REACH　両腕伸ばし ▶私の抱擁を捧げましょう［世界各地］ . . . . . 7

　18	 ARMS	ROCK　両腕揺すり ▶赤ちゃん［広範囲］
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